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2018 年 8 月 24 日(金)～8 月 26 日(日)訪問 

 
主 催  秦野市 坡州市 

主 管  秦野・坡州友好協会 

協 力  秦野市サッカー協会少年委員会 

           坡州市サッカー協会 

旅行取扱業者 ＪＡはだの旅行センター 
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参加者名簿 

No. 氏 名 所 属 No. 氏 名 所 属 

1 益山
ますやま

 拓
たく

 委員長 16 山本
やまもと

 響
ひび

輝
き

 秦野 

2 山口
やまぐち

 政
まさ

美
み

 事務局 17 篠崎
しのざき

 清輝
しょうき

 秦野 

3 大西
おおにし

 昌
まさ

宏
ひろ

 
トレセン 

代表 
18 武下

たけした

 健
けん

悟
ご

 秦野 

4 松本
まつもと

 直樹
な お き

 
トレセン 

スタッフ 
19 鈴木

す ず き

 陸
りく

仁
と

 秦野 

5 武井
た け い

 真
まさ

翔
と

 本町 20 倉光
くらみつ

 穂
ほ

空
く

 秦野 

6 西尾
に し お

 琉
る

威
い

 本町 21 吉坂
よしさか

 雄大
ゆうだい

 くずは台 

7 高橋
たかはし

 佑
ゆう

聖
せい

 本町 22 原田
は ら だ

 悠
ゆう

亜
あ

 くずは台 

8 稲毛
い な げ

 奏
かな

 本町 23 庄司
しょうじ

 尊
たける

 くずは台 

9 佐野
さ の

 汰生
た い き

 本町 24 安部
あ べ

 凉
りょう

平
へい

 くずは台 

10 小林
こばやし

 永
と

輝
き

 本町 25 大川
おおかわ

 凌
り

功
く

 南が丘 

11 篠原
しのはら

 悠
ゆう

大
だい

 本町 26 原
はら

 脩斗
しゅうと

 南が丘 

12 森谷
もりたに

 未紀
み の り

 渋沢 27 佐々木
さ さ き

 錬
れん

 西 

13 石井
い し い

 悠
ゆう

貴
き

 渋沢 28 加藤
か と う

 悠和
ゆ う わ

 西 

14 権代
ごんだい

 祐
ゆう

輔
すけ

 渋沢 29 板橋
いたばし

 倫太郎
りんたろう

 随行市職員 

15 大久保
お お く ぼ

 聖也
せ い や

 東 30 石井
い し い

 慎
しん

一郎
いちろう

 随行市職員 
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日程表 
 

日 時 内 容 交通機関 

8/24 

(金) 

8:00 

9:45 

12:25 

14:30 

16:00 

17:00 

18:30 

 

秦野市役所集合・羽田空港へ出発 

羽田空港到着 

飛行機でソウルへ出発（昼食：機内食） 

金浦空港到着後、坡州市へ移動 

ヘイリ芸術村見学 

宿舎（ＮＦＣ）到着・施設見学・休憩 

坡州市主催歓迎夕食会 

【坡州ＮＦＣ泊】 

大型バス 

↓ 

OZ1075 

坡州市バス 

↓ 

↓ 

8/25 

(土) 

7：00 

7：30 

8:00 

9:00 

9:30 

11:30 

12:00 

14:00 

16:00 

18:00 

19:00 

朝食 

会場グラウンドへ移動 

第１試合 

開会式 

第２試合、第３試合 

閉会式 

昼食 

ヘイリ芸術村見学 

お土産（E マート） 

坡州スタジアム Ｋ3 試合観戦 

両市サッカー協会主催親善交流会 

【坡州ＮＦＣ泊】 

徒歩 

 

 

 

 

 

坡州市バス 

↓ 

↓ 

↓ 

8/26 

(日) 

7:30 

8:20 

11:00 

12:00 

12:40 

15:30 

17:35 

20:00 

朝食 

宿舎出発、第３トンネル・都羅展望台見学 

昼食 

金浦空港へ移動 

金浦空港到着・出国手続き 

金浦空港出発（夕食：機内食） 

羽田空港到着後、秦野へ出発 

秦野市役所到着 

坡州市バス 

↓ 

↓ 

↓ 

OZ1045 

大型バス 

↓ 
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訪 問 の 記 録 
 

《 日 程： 平成 30 年 8 月 24 日（金）～26 日（日）２泊３日 》 

 

平成１９年度からスタートした秦野市・坡州市少年サッカー交流事業。１１回目と

なる今回は、秦野市少年サッカー交流団 2８人（小学生選手２４人）が坡州市を訪問

し、坡州市選抜チームとの交流試合や親善交流会を通じて、両市の友好親善を深めま

した。 

【 ナショナル・フットボール・センター（NFC） 】 

天然芝６面、人工芝１面のグランドが広がる

韓国代表チームの強化専用施設。施設等の財産

については、坡州市の所有物であり、その管理

については、韓国サッカー協会が行っていま

す。今回のサッカー交流試合の会場でもあり、

宿泊施設にもなっています。その他に、食堂、

浴室、医務室、ミーティングルーム、トレーニ

ングルームなど充実した設備が整っています。 
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 初日の夜は、坡州市主催の歓迎夕食会に招待され、坡州市自治行政局長を中心とし

た坡州市職員及び坡州サッカー協会役員と交流し、友好を深めました。 

《 坡州市主催歓迎夕食会 》 
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 開会式では、坡州市長及び坡州市サッカー協会会長から挨拶をいただき、坡州市サ

ッカー協会や体育会、坡州市総務課の協力のもと、両市選抜選手によるサッカー交流

試合が２５分ハーフで３試合行われました。 

 

選手宣誓 

 

チェ ジョンファン 

坡州市長挨拶 

キム・サングク坡州市 

サッカー協会会長挨拶 

益山拓団長挨拶 

《 秦野市・坡州市少年サッカー交流試合 開会式 》 

集合写真 
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交流試合では、試合結果は３勝０敗と秦野チームが奮闘しましたが、秦野の選手は、

坡州の選手は力が強かった、プレイが日本とは違うなど、試合を通して多くのことを

感じ取ったようでした。 

《 秦野市選抜 ＶＳ 坡州市選抜 交流試合 》 

試 合 結 果 

１試合目 （５－1） 

２試合目 （５－０） 

３試合目 （３－１） 
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夜には、青少年親善交流会が開催され、両市サッカー協会と選抜選手同士の交流夕

食会が行われました。子ども達にとっては言葉が通じなくても、親睦を深めることが

出来ました。

《 青少年親善交流会 》 

サッカーを通して交流した子供達は、言葉の壁はあってもすぐに打ち解けあいました 

両市サッカー協会及び選抜選手代表同士の記念品交換 
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最終日には、北朝鮮との国境近くにある第３トンネルや都羅展望台などを見学しま

した。統一安保施設等を見学することで、戦争や平和の大切さについて学習しました。 

 

《 統一安保施設 見学 》 

第３トンネルは、北朝鮮が韓国への武力侵攻

を目的に掘ったもので、1978 年に発見されまし

た。全長 1,635m・幅 2ｍ・高さ 2ｍのトンネル

で、１時間当たりに約 3 万人の兵士が移動でき

る構造になっています。 

朝鮮戦争後の｢南北分断｣の生々しい現場の一

つですが、現在は韓国有数の観光地となってい

ます。その他に、最先端システムを備えたＤＭ

Ｚ映像館などがあります。 

非武装地帯(ＤＭＺ)の中に位置する韓国最北端の展望台。

天気の良い日なら北朝鮮軍の行動や、開城工業団地などが見

えるほどに北朝鮮と隣り合わせています。 



 

 
秦野市・坡州市少年サッカー交流事業 

平成３０年度秦野市選抜 韓国坡州市訪問報告書 
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